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南 房 総 市

南 房 総 市 は 、 千 葉 県 南 部 の 房 総 半 島 最 南 端 に 位 置 す る 自 然 豊 か な ま ち で す 。 三 方 を 海 に 囲 ま れ 、
美 し い 海 岸 線 は 国 定 公 園 に 指 定 さ れ て い ま す 。 冬 は 暖 か く 夏 は 涼 し い 海 洋 性 の 温 暖 な 気 候 で 、
び わ や ミ カ ン な ど の 果 栽 培 、 食 用 ナ バ ナ や 花 の 栽 培 、 稲 作 な ど が 盛 ん で す 。
東 京 か ら 車 で 約 7 0 ～ 9 0 分 と ア ク セ ス が よ く 、 都 市 部 か ら の 移 住 希 望 者 の 受 け 入 れ も 積 極 的
に 行 っ て い ま す 。 南 房 総 市

人 口 3 3 , 1 1 7 人 （ R 8 . 4 . 1 ）
農 家 戸 数 2 , 5 9 2 戸
耕 地 面 積 3 , 4 8 0 h a   （ 3 4 . 8 k m ）

（ 2 0 2 0 年 農 林 業 セ ン サ ス ）
← 南 房 総 市 の 農 産 物

鋸 南 町

と み や ま
富 山 地 区

富 山 地 区
食 用 ナ バ ナ 、 シ シ ト ウ .
セ ル リ ー 、 温 州 ミ カ ン
富 浦 地 区
び わ 、 花 卉 （ 施 設 ）
食 用 ナ バ ナ ・ ・ ・

三 芳 地 区 ・ ・
水 稲 、 食 用 ナ バ ナ
温 州 ミ カ ン 、 有 機 野 菜

鴨 川 市

と み う ら
富 浦 地 区

ま る や ま
丸 山 地 区

わ だ
和 田 地 区

み よ し
三 芳 地 区

館 山 市 ち く ら
千 倉 地 区

し ら は ま
白 浜 地 区

・ ・ ・ 和 田 地 区
水 稲 、 食 用 ナ バ ナ
花 卉 （ 施 設 ） 、 酪 農

• • 丸 山 地 区
水 稲 、 食 用 ナ バ ナ
花 卉 （ 施 設 ） 、 イ チ ゴ

千 倉 地 区
野 菜 （ 露 地 ） 、 花 卉 （ 露 地 ）
食 用 ナ バ ナ 、 温 州 ミ カ ン

・ ・ 白 浜 地 区
キ ン セ ン カ （ カ レ ン デ ュ ラ ）
食 用 ナ バ ナ 、 そ ら 豆 、 レ モ ン



あ な た の 目 指 す 就 農 ス タ イ ル は ？
農 業 の 取 り 組 み 方 に は 様 々  な ス タ イ ル が あ り ま す 。 あ な た が 取 り 組 み た い ” 農 業 ” は ど ん な ス タ イ ル で し ょ う か 。

農 業 が し た い 、 自 然 に 囲 ま れ て 暮 ら し た い 、 自 給 自 足 が し た い

い い え

田 舎 暮 ら し ・ 家 庭 菜 園
小 規 模 な 農 業 で 副 業 や 趣 味 と し て 楽 し む タ イ プ
小 規 模 ・ 低 予 算 で 始 め ら れ 、 農 業 体 験 イ ベ ン ト や 家 庭
菜 園 か ら 入 る の が 一 般 的 で す 。 収 入 よ り 趣 味 の 側 面 が
強 い で す が 、 初 心 者 の 第 一 歩 と し て 最 適 で す 。

農 業 を 生 業 に し た い 。 農 業 だ け で 生 計 を 立 て た い 。
は い

い い え

自 分 が 理 想 と す る 農 業 ス タ
イ ル で 農 園 を つ く り 経 営 し
た い 。

は い

雇 用 就 農
農 業 法 人 等 に 就 職 し 、 安 定 し た 収 入 を 得 な が ら

農 業 に 取 り 組 む タ イ プ
農 業 法 人 等 で 働 き な が ら ス キ ル を 磨 き 、 将 来 の 独 立 を 目 指 すこ と も で き ま す 。 雇 用 就 農 を 希 望 さ れ る 方 は 、 ハ ロ ー ワ ー ク

や 就 農 サ イ ト 等 か ら 直 接 法 人 に ご 相 談 く だ さ い 。

独 立 就 農
経 営 者 と し て 独 立 し て 農 業 に 取 り 組 む タ イ プ

初 期 投 資 と 責 任 は 伴 い ま す が 、 理 想 の 農 園 を 自 由 に 作 れ ま す 。
未 経 験 者 は 地 域 の 先 進 農 家 や 農 業 大 学 校 で 知 識 ・ 技 術 を 身 に

つ け る こ と が 必 要 で す 。

就 農 の 心 構 え

c h e c k 1 農 業 の 現 実 に 目 を 向 け よ う
口 当 面 の 生 活 資 金 の 備 え → 農 業 は 収 入 が 安 定 す る ま で 数 年 か か る こ と も あ り ま す 。 当 面 の 生 活 費 を し っ か り 準 備 し ま し ょ う 。
ロ 心 身 と も に タ フ に → 農 業 は 高 度 な 知 識 だ け で な く 、 体 力 と 気 力 も 欠 か せ な い 仕 事 で す 。
口 家 族 の 支 え → 農 業 で 成 功 す る た め に は 、 家 族 の 理 解 と 協 力 が 何 よ り の 力 に な り ま す 。
口 こ だ わ り へ の 覚 悟 → 有 機 農 業 や 無 農 薬 栽 培 は 、 高 度 な 技 術 、 土 地 ご と の 農 業 経 験 、

周 囲 の 農 家 さ ん の 理 解 が 必 要 で す 。
c h e c k 2 あ な た は 「 経 営 者 」 に な り ま す
口 起 業 す る 覚 悟 を → ゼ ロ か ら の ス タ ー ト は 設 備 投 資 も 必 要 で す 。 一 人 の 経 営 者 と し て 自 立 す る 意 識 を 持 ち ま し ょ う 。
口 総 合 的 な 経 営 力 → 機 械 ・ 人 手 ・ 販 売 先 の 確 保 な ど 、 農 業 に は 「 作 物 を 育 て る 」 以 外 の マ ネ ジ メ ン ト 能 力 が 求 め ら れ ま す 。
口 支 援 に 対 す る 責 任   → 各 種 支 援 制 度 や 補 助 金 は 市 民 の 皆 さ ん の 大 切 な 税 金 で す 。 支 援 を 受 け て い る 自 覚 を 持 ち 、 ル ー ル を 守 っ て

活 用 し ま し ょ う 。
c h e c k 3 地 域 の 一 員 と し て 暮 ら す
口 不 便 さ も 楽 し む → 豊 か な 自 然 の 反 面 、 都 会 の よ う な 便 利 さ は あ り ま せ ん 。 そ の 環 境 を 丸 ご と 受 け 入 れ ま し ょ う 。
口 「 お 互 い 様 」 の 精 神 → 農 村 は 助 け 合 い で 成 り 立 っ て い ま す 。 行 事 や 対 話 を 大 切 に 、 地 域 に 馴 染 む 努 力 を し ま し ょ う 。



就 農 S T E P
（ 一 財 ） 南 房 総 農 業 支 援 セ ン タ ー で は 、 就 農 相 談 、 研 修 生 の 募 集 、
就 農 準 備 、 就 農 後 ま で を ワ ン ス ト ッ プ で 支 援 し ま す 。

一 散 財 磁 症 人
南 房 総 蔵 薬 支 援 セ ン タ ー

S T E P 1
就 農 相 談 ・ 意 志 決 定

南 房 総 農 業 支 援 セ ン タ ー へ 相 談
南 房 総 農 業 支 援 セ ン タ ー で は 、 南 房 総 市 で 新 規 就
農 を 目 指 す 方 へ の ワ ン ス ト ッ プ 相 談 窓 口 を 設 け て
い ま す 。 お 電 話 や メ ー ル 、 対 面 で の 相 談 受 付 の ほ
か 、 ホ ー ム ペ ー ジ や 農 業 フ ェ ア 等 で の 対 応 も 行 っ
て い ま す 。 ま ず は お 気 軽 に ご 連 絡 く だ さ い 。

就 農 の 意 思 を 決 定 す る
農 業 を 始 め る 前 に 、 ご 家 族 と 話 し 合 い を す る こ と
も 大 切 で す 。 し っ か り 将 来 に つ い て 話 し 合 っ て い
た だ き 、 農 家 に な る 意 思 を 決 定 し た ら 、 具 体 的 に
就 農 へ の 道 筋 を 計 画 し ま し ょ う 。

（ 一 財 ） 南 房 総 農 業 支 援 セ ン タ ー 窓 口
（ 南 房 総 市 役 所 農 林 水 産 部 フ ロ ア 内 ）

S T E P 2
研 修 ・ 農 業 知 識 の 習 得
南 房 総 市 の 研 修 生 に 応 募 す る
南 房 総 市 で は 、 県 の 研 修 機 関 認 定 を 受 け
て い る 南 房 総 農 業 支 援 セ ン タ ー 及 び 市 が
指 定 す る 市 内 先 進 農 家 で の 研 修 を 支 援 し て
い ま す 。

支 援 制 度有 り ま す

農 家 で 働 き な が ら 学 ぶ
農 業 研 修 の 方 法 に は 、 農 業 法 人 等 に 就 職 し 、 働 き
な が ら 農 業 の 知 識 ・ 技 術 を 習 得 す る 方 法 も あ り ま す 。
学 校 で 知 識 ・ 技 術 を 習 得 す る

千 葉 県 立 農 業 大 学 校 （ 東 金 市 ） な ど で 、 農 業 の 知
識 と 技 術 を 学 ぶ 方 法 も あ り ま す 。

STEP 3
就 農 の 準 備
就 農 計 画 を た て る

就 農 に 向 け て 、 実 現 性 の 高 い 計 画 を 立 案 し ま す 。
認 定 新 規 就 農 者 に な る

青 年 等 就 農 計 画 を 作 成 し て 申 請 し 、 市 の 認 定 を 受
け ま す 。 農 業 経 営 を 開 始 し て か ら 5 年 以 内 の 方 が
対 象 で す 。

資 金 の 確 保 計 画
支 援 制 度有 り ま す

自 己 資 金 の ほ か 、 認 定 新 規 就 農 者 に 認 定 さ れ る
と 青 年 等 就 農 資 金 （ 融 資 ） が 利 用 可 能 で す 。
農 地 や 機 材 、 作 業 場 の 確 保

農 地 中 間 管 理 機 構 を 通 じ て 、 農 地 を 借 り 受
け る こ と が で き ま す 。 ま た 、 機 械 等 導 入 の
支 援 制 度 や 新 規 就 農 を 目 指 す 方 を 対 象 と し

支 援 制 度有 り ま す
た 入 居 施 設 （ 三 芳 新 規 就 農 支 援 施 設 ） も あ り ま す 。

S T E P 4
就 農 ・ 就 業

独 立 就 農
経 営 者 と し て 独 立 し て 農 業 を 始 め ま す 。
独 立 に あ た り 、 市 の 支 援 制 度 を ご 活 用 く だ さ い 。
南 房 総 農 業 支 援 セ ン タ ー や J A で は 技 術 指 導 も 行 っ
て い ま す 。

支 援 制 度有 り ま す

雇 用 就 農
ま ず は 農 業 法 人 等 に 就 職 し 、 知 識 と 技 術 を 得 て か
ら 独 立 す る こ と も 可 能 で す 。

【 南 房 総 市 三 芳 新 規 就 農 支 援 施 設 】
新 規 就 農 を 目 指 す 方 向 け の 、 作 業
場 （ 土 間 ） が 一 体 と な っ た 入 居 施
設 （ 全 3 棟 ） で す 。 月 額 3 5 , 0 0 0 円
で 最 大 3 年 間 利 用 可 能 で す 。



就 農 支 援 制 度
南 房 総 市 に は 、 本 気 で 農 業 に 取 り 組 む 方 に 対 し 、 就 農 準 備
か ら 就 農 後 ま で の 様 々  な 支 援 制 度 が あ り ま す 。

就 農 準 備 就 農

移 住 に 伴 う 暮 ら し や 支 援 情 報 は
「 南 房 総 市 移 住 ・ 定 住 情 報 サ イ ト 」

も ご 参 考 く だ さ い 。

自 立 営 農
月 額 1 3 . 7 5   万 円 / 最 長 3 年 間
国 ② 経 営 開 始 資 金

月 額 1 3 . 7 5 万 円 / 最 長 2 年 間

国 ① 就 農 準 備 資 金
国 の
支 援 制 度

千 菜 県 の 認 定 研 修 機 関 で 研 修 す る 方 が 対 象 で す 。
南 房 総 農 業 支 援 セ ン タ ー は
認 定 研 修 機 関 で す

国 ③   経 営 発 展 支 援 事 業 （ 設 備 費 に 最 大 7 5 0 万 円 ）

選
 択

南 房 総 市 の
支 援 制 度

月 額 5 万 円 / 最 長 2 年 間
市 ① 就 農 研 修 支 援 事 業

（ 先 進 農 家 等 研 修 ）

月 額 5 万 円 / 最 長 2 年 間
市 ② 経 営 自 立 安 定 支 援 事 業

市 が 研 修 機 関 に 認 定 し て い る 市 内 の 先 進 農 家 市 ③ 就 農 初 期 投 資 支 援 事 業 （ 設 備 費 に 最 大 3 0 万 円 ）で 研 修 す る 方 が 対 象 で す 。
【 国 ① 就 農 準 備 資 金 】 就 農 時 4 9 歳 以 下 （ そ の 他 要 件 有 り ）
南 房 総 農 業 支 援 セ ン タ ー で 就 農 研 修 を 受 け る 場 合 、 生 活 費 等 支 援 と し て月 額 1 3 . 7 5 万 円 を 最 長 2 4 カ 月 交 付 し ま す 。 （ 県 に よ る 審 査 が あ り ま す 。 ） 研 修 生 募 集 中
南 房 総 農 業 支 援 セ ン タ ー の 研 修 生 受 入 条 件 （ 食 用 ナ バ ナ ・ ト ウ モ ロ コ シ ・ び わ 等 ）
・ 研 修 終 了 時 に 4 5 歳 未 満 で 、 研 修 終 了 後 1 年 以 内 に 市 内 で 独 立 ま た は 雇 用 就 農 し 、 将 来 に わ た っ て 長 く
農 業 を 続 け る 意 欲 が あ る こ と 。
・ 申 込 時 に 南 房 総 市 に 住 ん で お り 、 就 農 時 に J A 安 房 の 組 合 員 に な れ る こ と 。
・ 家 族 の 同 意 を 得 て お り 、 独 立 就 農 を 予 定 す る 者 に あ っ て は 、 土 地 ・ 機 械 等 の 投 資 に 必 要 な 最 低 限 度
の 自 己 資 金 が あ る こ と 。 詳 細 は コ チ ラ

【 国 ② 経 営 開 始 資 金 】 就 農 時 4 9 歳 以 下 （ そ の 他 要 件 有 り ）
市 か ら 青 年 等 就 農 計 画 の 認 定 を 受 け た 新 規 就 農 者 の 方 に 、 生 活 費 等 支 援 と し て 月 額 1 3 . 7 5 万 円 を 最 長 3 6 カ 月 交 付 し ま す 。
【 国 ③ 経 営 発 展 支 援 事 業 】 就 農 時 4 9 歳 以 下 （ そ の 他 要 件 有 り ）
市 か ら 青 年 等 就 農 計 画 の 認 定 を 受 け た 新 規 就 農 者 の 方 が 機 械 や 施 設 を 導 入 す る 場 合 、 最 大   7 5 0 万 円 （ 国 ② 経 営 開 始
資 金 を 受 給 す る 方 は   3 7 5 万 円 ） の 補 助 金 を 受 け る こ と が で き ま す 。
【 市 ① 就 農 研 修 支 援 事 業 ｜ 先 進 農 家 等 研 修 】 5 5 歳 以 下 未 就 農 者 （ そ の 他 要 件 有 り ）
南 房 総 市 が 指 定 す る 市 内 の 先 進 的 農 家 で 研 修 を 受 け る 場 合 、 生 活 費 等 支 援 と し て 月 額 5 万 円 を 最 長 2 4 カ 月 補 助 し ま す 。
【 市 ② 経 営 自 立 安 定 支 援 事 業 】 就 農 後 3 年 以 内 6 0 歳 以 下 （ そ の 他 要 件 有 り ）
南 房 総 市 で 営 農 を 開 始 す る 新 規 就 農 者 に 対 し て 、 生 活 費 等 支 援 と し て 月 額 5 万 円 を 最 長 2 4 カ 月 補 助 し ま す 。
【 市 ③ 就 農 初 期 投 資 支 援 事 業 】 就 農 後 3 年 以 内 7 0 歳 以 下 （ そ の 他 要 件 有 り ）
新 た に 営 農 を 始 め る 新 規 就 農 者 等 （ 5 0 0 m 以 上 の 農 地 確 保 が 条 件 ） の 農 業 用 機 械 や 設 備 取 得 費 用 に 対 し 、 1 件 1 0 万 円
以 上 の 機 械 ・ 設 備 導 入 に つ き 3 / 1 0 以 内 （ 補 助 限 度 額 3 0 万 円 ） を 補 助 し ま す 。



先 輩 就 農 者 の 紹 介

青 木 真 志 さ ん   2 0 2 3 年   独 立 就 農 ｜ 富 山 地 区 ｜ 有 機 野 菜 ｜ 規 模 3 5 a
都 会 で の 多 忙 な 生 活 で 体 調 を 崩 し た こ と を 機 に 、 人 生 の 後 半 は 「 自 由 に 楽 し く 暮 ら し た い 」
と 移 住 を 決 意 。 田 舎 暮 ら し を 最 大 限 に 楽 し む 手 段 と し て 、 健 康 的 な 生 活 が 送 れ る 農 業 を 仕 事
に 選 び ま し た 。 現 在 は 「 里 山 フ ァ ー ム 8 」 を 立 ち 上 げ 、 農 薬 ・ 化 学 肥 料 不 使 用 の 少 量 多 品 目 栽
培 を 続 け 、 旬 の 野 菜 を 届 け る 「 野 菜 ボ ッ ク ス 」 や 直 売 所 、 地 元 飲 食 店 へ の 販 売 を 軸 に 活 動 し
て い ま す 。 今 後 も 、 地 域 に 根 ざ し た 活 動 を 広 げ て い き 、 長 く 農 業 を 続 け て い く こ と が 目 標 で
す 。 ま ず は そ の 土 地 へ 足 を 運 ん で み て く だ さ い 。 南 房 総 は 里 山 も 海 も 近 く 、 自 然 が 濃 い
「 ち ょ う ど い い 田 舎 」 で す 。 一 歩 踏 み 出 せ ば 、 素 敵 な 出 会 い や 新 し い 発 見 が 必 ず
待 っ て い ま す 。 青 木 さ ん の ご 紹 介 記 事

（ 南 房 総 市 移 住 ・ 定 住 情 報 サ イ ト ）

五 十 嵐 大 介 さ ん ・ 早 矢 加 さ ん
2 0 1 8 年   独 立 就 農 ・ 家 族 経 営 ｜ 白 浜 地 区 ｜ キ ン セ ン カ （ カ レ ン デ ュ ラ ） ｜ 規 模 4 5

青 年 海 外 協 力 隊 で 訪 れ た キ ル ギ ス で の 自 然 と 共 生 す る 自 給 自 足 に 近 い 生 活 に 魅 了 さ れ た こ と が
原 点 で す 。 帰 国 後 、 キ ル ギ ス の 風 景 を 象 徴 す る 花 「 キ ン セ ン カ （ カ レ ン デ ュ ラ ） 」 の 栽 培 を 志
し 、 日 本 一 の 産 地 で あ り 、 就 農 支 援 が 手 厚 い 南 房 総 市 へ の 移 住 を 決 め ま し た 。
現 在 は 「 ベ レ ケ の 村 」 を 立 ち 上 げ 、 循 環 型 農 業 で 花 や 野 菜 を 育 て る 傍 ら 、 加 工 品 を 通 じ て ハ ー ブ
と し て の 魅 力 を 広 め る 活 動 や 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ や 花 摘 み 体 験 も 行 っ て い ま す 。
理 想 の イ メ ー ジ を 持 っ て 相 談 す れ ば 、 市 が 親 身 に 対 応 し て く れ ま す 。 小 規 模 な ら リ ス ク
を 抑 え て 始 め ら れ る の で 、 初 心 者 に も お す す め で す 。 五 十 嵐 さ ん の ご 紹 介 記 事

（ 南 房 総 市 移 住 ・ 定 住 情 報 サ イ ト ）

吉 田 昌 さ ん ・ 由 起 子 さ ん 2 0 2 4 年 独 立 就 農 ・ 家 族 経 営 ｜ 丸 山 地 区 ｜ パ ッ シ ョ ン フ ル ー ツ ｜ 規 模 1 4 a

レ ー ス エ ン ジ ニ ア と し て 多 せ な 日 々  で し た が 、 7 5 歳 ま で 現 役 で 働 き 続 け る 将 来 を 見 据 え て 、 早
期 の セ カ ン ド キ ャ リ ア 構 築 を 決 意 し ま し た 。 旅 行 先 で 魅 了 さ れ た パ ッ シ ョ ン フ ル ー ツ の 栽 培 を
目 指 し 、 気 候 が 温 暖 で 支 援 体 制 も 手 厚 い 南 房 総 市 へ の 移 住 ・ 就 農 を 選 び ま し た 。
ま ず は 土 作 り を 徹 底 し 、 高 品 質 な 「 パ ッ シ ョ ン フ ル ー ツ 」 や 「 イ チ ジ ク 」 を 安 定 し て 届 け る こ
と が 第 一 歩 で す 。 将 来 的 に は 、 農 園 「 Y Y F A R M   （ ワ イ ワ イ フ ァ ー ム ） 」 の 名 の 通 り 人 々  が 集 い 、
食 の 楽 し さ や 自 然 の 豊 か さ を 共 有 で き る 体 験 の 場 を 提 供 す る こ と が 夢 で す 。
事 前 の リ サ ー チ や 研 修 を 計 画 的 に 行 え ば 、 自 分 ら し い 農 業 の 形 が 見 え て き ま す 。
ぜ ひ 一 歩 踏 み 出 し て み て く だ さ い 。 吉 田 さ ん の ご 紹 介 記 事

（ 南 房 総 市 移 住 ・ 定 住 情 報 サ イ ト ）
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